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前年度比 2億2,458万円（3.8％）の減↓

防災行政無線
デジタル化改修工事

2億2,000万円
（平成31年度3億3,000万円の継続事業。
緊急防災・減災事業債の対象事業）

定住促進住宅
敷地造成工事

1億3,390万円
（平成32年度完成予定。RC造4階建て、
20戸の子育て世帯を対象にした住宅を
建設予定）

地域創生総合支援事業

313万円
（「笑い」、「運動」、「食」、「ヤル気」をコ
ンセプトに、町民参加型の健康づくりを
働きかける。笑いヨガや落語、発酵食品
の料理教室や講演会等を実施予定）

企業立地支援補助金

500万円
（新たに町内に進出する企業に対して、
土地の購入費、設備等の設置費、固定
資産税相当額について補助）

若者定住促進住宅（平成30年完成、西山）
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一般会計 40億5,000万円　特別会計 17億447万円

西山中学校校舎改修
実施設計委託料

2,500万円
（西山中学校を利活用し、支所地区に
点在する公共施設を集約。交流・活
動・健康の拠点となる施設を整備予定）

運転免許証
自主返納支援事業

104万円
（高齢者等運転免許証を自主返納した
方に対し、町民バス無料券、タクシー
乗車券50,000円分の助成）

運転免許の自主返納

運転経歴証明書の交付

空き家調査事業

394万円
（増加している空き家について調査を
行い、所有者の確認、適正な管理の指
導、及び有効活用の促進を図る）

平
成
30
年

第
１
回
３
月
定
例
会

会津柳津学園中学校
施設改修工事

1億2,000万円
（学校教育の充実のため、中学校前庭
及び小中学校グラウンド、図書室等の
施設を改修）
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高齢者等運転免許証
自主返納支援事業の対象者は？

西山中学校利活用の内容は？

高齢者にやさしい
住まいづくり助成事業とは？

平成29年４月以降の返納者も対象

西山支所・公民館・保育所・
診療所を集約する方針

要介護にならないための
住宅改修費用の助成

平成30年４月以降に返納した方に限り、対象
になるのか。

西山地区住民からの意見や議会からの要請に
ついて、どのように整理し、設計委託に至った
のか。

助成の仕組み及び周知の方法は？

平成30年度に限って１年間遡り、平成29年４
月以降に返納された方も対象になる。

一部減築を予定していたが、地区住民から高
齢者対策施設を望む声も多く、減築しない方向
で話し合いを進めている。今後も、地域住民と
の合意形成を図りながら進めていく。

助成の内容については、下記のとおり。最近、
広報等への掲載をしていなかったので、再度掲
載をしてPRしていきたい。

対 象 者 60歳以上で、家族に要介護認定者
がいない者

改修内容 段差解消、手すりの取り付け、洋
式便器への取り替え　など

助 成 額 改修費用の9割（限度額18万円）

所得制限 生計中心者の所得制限あり

Q

Q

Q
A

A

A

運転免許証返納

中学校利活用

住まいづくり

 平成30年度

予算特別委員会 質疑

平成30年度 会計別予算額
平成30年度 平成29年度 前年度当初

との対比（％）
一 般 会 計 40億5,000万円 42億2,700万円 △4.2

特
　
別
　
会
　
計

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 627万円 335万円 87.2
国民健康保険特別会計（事業勘定） 5億1,400万円 5億8,810万円 △12.6
国民健康保険特別会計（施設勘定） 8,930万円 6,850万円 30.4
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 5,200万円 5,080万円 2.4
介 護 保 険 特 別 会 計 5億7,700万円 5億5,200万円 4.5
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億9,700万円 3億1,010万円 △4.2
町 営 ス キ ー 場 事 業 特 別 会 計 950万円 970万円 △2.1
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 8,500万円 8,770万円 △3.1
下 水 道 事 業 特 別 会 計 6,500万円 7,300万円 △11.0
簡 易 排 水 事 業 特 別 会 計 250万円 260万円 △3.8
林 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 690万円 620万円 11.3
特 別 会 計 合 計 17億447万円 17億5,205万円 △2.7

合　　計 57億5,447万円 59億7,905万円 △3.8
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町営スキー場のビジョンは？

移住・定住のための住宅整備は？ 防犯カメラの
設置場所、目的は？

ハイキングができる小巻山に

早めの対応が重要と考えている。
公共施設周辺６か所に

設置予定

設置場所に関して、再度精査を！
建物を壊す前提の予算となっているようだが、近い将
来、どんな形で利活用を考えているのか。

若者の流出を抑え定住につなげるためには、住む場所
の確保が必要。民間のアパート等もなく、独身住宅が満
室状態。早急に、積極的な事業展開が必要と考えるが。

施設を守るための防犯カメラなら
ば、警備保障での対応のほうが合理的
ではないか。

レストハウスの利活用は難しいため壊し、山すべてに
木を植えるのではなく、ハイキングができるよう整備し
ていきたい。スキー場までの道路の拡張整備について要
望もあるが、まず解体に必要な部分の改良を行い、最後
に道路を直すような計画で了解をもらいたい。

若者がいない町は、将来が見えてこない。若者を残す
ビジョンを作り、住宅の整備は今後の対策として急務だ
と考えている。 防犯カメラは、施設周辺の道路が映

り込む位置に設置を検討。不審者対策
もあるが、有事があった場合に通行す
る車両を記録する目的も兼ねている。

効果的・合理的な設置場所を再度検
討し、議会の承認を受けること。

Q

Q Q

A

A
A

町営スキー場

独身住宅整備 防犯カメラ

要
望

平成30年度　一般会計歳入（自主財源、依存財源）

平成29・30年度　一般会計歳出（目的別）比較

自主財源とは

…自主的に収入する町税（町
民税、固定資産税、軽自動車税
等）などの財源

　自主財源比率の高低は、自
治体の行政活動の自由度や安
定度の尺度になることもある。

依存財源

町税 378,803 
（単位：千円）

（単位：千円）

その他自主財源
425,979 

地方交付税 1,800,000 

県支出金
271,702

町債
811,900 

その他依存財源 130,212

国庫支出金
231,404

自主財源

平成30年度

平成29年度

0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000
57,398

607,258

520,337

602,144

601,759

447,234 411,860 502,279

424,426

562,313

746,696 753,811

401,129

413,117

63,314

229,759

241,064

195,074

212,306 217,483

6,000

6,150

1

27,551

1 26,536

予備費諸支出金公債費災害復旧費教育費消防費
土木費商工費農林水産業費衛生費民生費総務費議会費

ポイ
ント
！
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平
成
30
年
６
月
１
日
よ
り
、
簡

易
水
道
の
使
用
料
を
引
き
上
げ
る

条
例
改
正
を
可
決
。

　

前
回
の
料
金
改
正
は
、
平
成
７

年
度
。
人
口
減
少
や
企
業
の
撤
退

に
よ
り
、
水
道
使
用
量
及
び
加
入

金
が
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
水
道

施
設
の
老
朽
化
等
、
基
盤
整
備
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
の
財
源
確
保
と
し
て
、

水
道
使
用
料
金
を
引
き
上
げ
る
。

審議された議案 ―主な議案―

　平成３０年第１回３月定例会が、３月７日から３月１６日までの１０日間の会期で行わ
れました。
　今回の定例会では、平成３０年度当初予算及び平成２９年度補正予算、条例の制定・改
正など４９議案が審議され、原案どおり可決されました。また議会からは、平成３０年度
当初予算に対する意見１９項目が報告されました。

簡
易
水
道
使
用
料
金
が

６
月
よ
り
改
正

国
民
健
康
保
険
事
業
の

財
政
運
営
主
体
が
町
か
ら
県
へ

条例

条例【
柳
津
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

今
ま
で
市
町
村
運
営
だ
っ
た
国

民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
、
平

成
30
年
度
か
ら
は
都
道
府
県
が
財

政
運
営
の
主
体
と
な
り
、
国
民
健

康
保
険
事
業
運
営
の
中
心
的
な
役

割
を
担
う
。
そ
れ
に
伴
う
条
例
の

一
部
改
正
を
可
決
。

高
齢
化
に
よ
り
医
療
費
が
増
加

す
る
中
、
都
道
府
県
も
国
民
健
康

保
険
の
運
営
を
担
う
こ
と
で
、
安

定
的
な
財
政
運
営
を
目
指
す
。

議 案 審 議

議会録画映像のお知らせ
　第１回定例会の一般質問は、町のホームペ
ージで閲覧することができます。

「議会の傍聴になかなか行けない」、「パソ
コンで録画映像を見ている時間がない」とい
う方は、お手元の端末からご覧ください。

柳津町

ホームページ
柳津町議会 議会録画映像

スマホやタブレット端末からも、
見ることができます！

各議員の一般質問
が見られます。

改正前 6月1日～

基本料金 1,540円 1,690円

超
過
料
金

家庭用 153円 168円

営業用 175円 192円

団体用 175円 192円

水道使用料金（平成30年6月1日改正）

歳　入
人口減少
及び企業撤退

水道使用量及び
加入金の減少

歳　出
水道施設、

管路等の老朽化

基盤整備強化の
必要性

約2,180万円の不足

水道使用料金を引き上げ
（6月～）

安心で安全な水を安定供給できるよう
基盤整備強化を図る

1995年 2005年 2015年 2025年（見込）

27.0

医療費の推移（単位：兆円）

33.1
42.3

61.8

1.3倍

厚生労働省データより
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議 案 審 議

こんなことを決めました　―審議一覧―
【３月定例会】
議案第１号 柳津町地域づくり推進基金条例の制定について 原案可決
議案第２号 柳津町若者定住促進住宅条例の制定について 原案可決
議案第３号 柳津町若者定住促進住宅管理条例の制定について 原案可決
議案第４号 柳津町・三島町学校給食センター条例の制定について 原案可決
議案第５号 柳津町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の制定について 原案可決
議案第６号 柳津町個人情報保護条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第７号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第８号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第９号 柳津町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例について 原案可決

議案第10号 柳津町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第11号 柳津町立小中学校嘱託医等の報酬支給に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第12号 柳津町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第13号 柳津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第14号 柳津町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第15号 柳津町介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第16号 柳津町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について 原案可決

議案第17号
柳津町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について

原案可決

議案第18号 柳津町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第19号 柳津町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第20号 柳津町統合中学校開校準備町民会議条例の廃止について 原案可決
議案第21号 柳津町学校給食センター設置条例の廃止について 原案可決
議案第22号 柳津町中学校適正配置等審議会条例の廃止について 原案可決
議案第23号 教育委員会委員の任命同意について 原案同意
議案第24号 柳津町過疎地域自立促進計画の変更について 原案可決
議案第25号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 原案可決
議案第26号 工事請負契約の変更について 原案可決
議案第27号 平成29年度柳津町一般会計補正予算 原案可決
議案第28号 平成29年度柳津町土地取得事業特別会計補正予算 原案可決
議案第29号 平成29年度柳津町国民健康保険特別会計補正予算 原案可決
議案第30号 平成29年度柳津町後期高齢者医療特別会計補正予算 原案可決
議案第31号 平成29年度柳津町介護保険特別会計補正予算 原案可決
議案第32号 平成29年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決
議案第33号 平成29年度柳津町町営スキー場事業特別会計補正予算 原案可決
議案第34号 平成29年度柳津町農業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決
議案第35号 平成29年度柳津町下水道事業特別会計補正予算 原案可決
議案第36号 平成29年度柳津町簡易排水事業特別会計補正予算 原案可決
議案第37号 平成29年度柳津町林業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決
議案第38号 平成30年度柳津町一般会計予算 原案可決
議案第39号 平成30年度柳津町土地取得事業特別会計予算 原案可決
議案第40号 平成30年度柳津町国民健康保険特別会計予算 原案可決
議案第41号 平成30年度柳津町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議案第42号 平成30年度柳津町介護保険特別会計予算 原案可決
議案第43号 平成30年度柳津町簡易水道事業特別会計予算 原案可決
議案第44号 平成30年度柳津町町営スキー場事業特別会計予算 原案可決
議案第45号 平成30年度柳津町農業集落排水事業特別会計予算 原案可決
議案第46号 平成30年度柳津町下水道事業特別会計予算 原案可決
議案第47号 平成30年度柳津町簡易排水事業特別会計予算 原案可決
議案第48号 平成30年度柳津町林業集落排水事業特別会計予算 原案可決
（追加議案）
議案第49号 工事請負契約の変更について 原案可決
【第１回臨時会】（３月２６日）
議案第50号 平成29年度柳津町一般会計補正予算 原案可決
議案第51号 平成30年度柳津町一般会計補正予算 原案可決

77
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一 般 質 問

○プログラミング授業について

○医療費の削減について

Q
　

文
部
科
学
省
は
、
平
成

32
年
度
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
授
業
を
必
修
化
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
、
昨
年
３
月
に
新
学
習

指
導
要
領
に
そ
の
概
略
を
盛
り
込

ん
だ
。
す
で
に
一
部
の
小
学
校
が

導
入
し
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の

町
の
取
り
組
み
や
考
え
を
伺
う
。

A
（
教
育
長
）
新
学
習
指
導

要
領
で
は
小
学
校
に
お
い

て
必
修
化
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
今
後
求
め
ら
れ
る
「
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
思
考
」
な
ど
を
育
む
こ

と
が
目
標
。
こ
れ
を
効
果
的
に
進

め
る
た
め
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
と
適
切

な
教
材
、
そ
し
て
指
導
教
員
の
知

識
と
技
能
が
必
要
。
移
行
措
置
の

２
年
間
を
有
効
に
活
用
し
、
円
滑

な
実
施
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
。

な
お
、
本
町
に
お
い
て
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
が
整
備
さ
れ
た
環
境
の
中
、
先

進
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

平
成
30
年
度
も
更
に
充
実
し
た
活

動
を
進
め
て
い
く
。

Q
　

一
日
も
早
く
取
り
組
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
町
の
子

供
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て
し
っ

か
り
と
し
た
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

る
と
確
信
し
て
い
る
。
英
語
の
教

科
化
等
、
こ
れ
か
ら
厳
し
い
環
境

に
な
る
と
思
う
が
、
そ
う
い
う
環

境
の
中
で
も
子
ど
も
た
ち
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
、
そ
し
て
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
町

と
し
て
の
人
づ
く
り
と
い
う
点
で

は
大
変
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
情
報
収
集
を
し
な
が

ら
、
も
う
少
し
具
体
的
に
授
業
の

中
に
落
と
し
込
ん
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。A

（
教
育
長
）
次
年
度
に
つ

い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
係
の

教
員
の
研
修
会
を
既
に
予
定
し
て

お
り
、
そ
う
い
っ
た
中
で
教
員
の

指
導
力
を
高
め
、
少
し
で
も
子
供

た
ち
が
そ
う
い
っ
た
も
の
に
慣
れ
、

そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
中
で

感
動
で
き
る
よ
う
な
体
験
が
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

平
成
28
年
度
の
国
保
医

療
費
は
、
県
内
で
の
順
位

も
高
く
、
同
規
模
市
町
村
平
均
よ

り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

次
年
度
よ
り
県
が
国
保
の
運
営

の
責
任
主
体
と
な
り
、
自
治
体
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
は
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
る
仕
組
み
も
あ
る
。
今

後
、
医
療
費
の
削
減
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く
の
か
。

A
（
町
長
）
平
成
28
年
度
の

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、

A
（
町
民
課
長
）
柳
津
町
で

も
、
保
健
協
力
員
と
食
生

活
改
善
推
進
員
と
い
う
形
で
や
っ

て
い
る
。
地
区
の
保
健
協
力
員
に

つ
い
て
、
健
康
へ
の
啓
蒙
や
疾
病

予
防
等
の
活
動
を
推
進
し
て
い
る

の
で
、
長
野
県
を
参
考
に
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
　

本
町
で
は
、
８
人
の
方

が
人
工
透
析
を
受
け
て
い

る
と
思
う
。
５
年
以
内
に
透
析
に

な
っ
て
し
ま
う
予
備
軍
を
抑
え
る

取
り
組
み
が
、
他
の
自
治
体
で
行

わ
れ
て
い
る
。
透
析
患
者
を
１
人

で
も
出
さ
な
い
、
あ
る
い
は
先
延

ば
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、
快
適
な

生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
重

要
だ
と
思
う
が
。

A
（
町
民
課
長
）
糖
尿
病
の

患
者
の
増
加
に
対
応
し
て
、

平
成
28
年
度
に
糖
尿
病
の
腎
症
重

症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し

て
い
る
。
重
症
化
す
る
よ
う
な
方
、

該
当
す
る
方
に
つ
い
て
、
保
健
師

及
び
管
理
栄
養
士
が
、
保
健
指
導

を
必
ず
行
っ
て
い
る
。
本
町
で
も

生
活
習
慣
病
が
原
因
に
な
っ
て
い

る
方
が
多
い
の
で
、
今
後
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
に
実
施
し
て
い
き
た

い
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業

59
市
町
村
中
、
高
い
ほ
う
か
ら
16

番
目
。
町
の
医
療
費
の
傾
向
は
入

院
の
割
合
が
高
く
、
入
院
が
医
療

費
高
騰
の
要
因
の
１
つ
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
入
院
医
療
費
の
上
位

を
占
め
る
の
が
、
悪
性
新
生
物
、

虚
血
性
心
疾
患
等
の
生
活
習
慣
病
。

今
後
、
医
療
費
削
減
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
早
期
発
見
・
重
症
化

予
防
の
た
め
一
人
ひ
と
り
が
健
康

に
関
心
を
持
ち
、
生
活
習
慣
病
の

改
善
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

　

そ
の
方
法
の
１
つ
と
し
て
、
集

団
検
診
で
日
曜
日
の
健
診
日
を
設

け
、
更
に
健
診
機
会
を
選
択
で
き

る
等
、
特
定
健
診
等
の
受
診
率
向

上
に
努
め
て
い
る
。
次
に
、
健
診

結
果
に
基
づ
い
た
保
健
指
導
を
実

施
。
通
院
中
の
方
に
対
し
て
も
、

医
療
機
関
と
連
携
し
入
院
に
繋
が

ら
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
ま

た
平
成
30
年
度
か
ら
「
尿
中
塩
分

測
定
検
査
」
を
導
入
し
、
結
果
か

ら
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
生

活
習
慣
病
予
防
に
努
め
て
い
き
た

い
。Q

　

数
年
前
に
質
問
し
た
が
、

長
野
県
で
は
健
康
指
導
員

あ
る
い
は
推
進
員
と
い
う
制
度
を

つ
く
り
、
食
事
や
運
動
の
管
理
、

生
き
が
い
づ
く
り
等
の
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
で
、
平
均
寿
命
が
高

い
状
況
に
な
っ
た
。
本
町
で
も
そ

う
い
っ
た
制
度
を
つ
く
っ
て
は
ど

う
か
と
提
案
し
た
が
、
そ
の
経
過

は
。

医
療
費
の
削
減

９番　田﨑為浩議員
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一 般 質 問

○インバウンド（外国人観光誘客）
等の対応経過について

５番　田﨑信二議員

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
の

対
応
経
過

Q
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い

て
は
、
数
年
前
よ
り
課
題

や
話
題
化
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

提
案
、
要
望
が
さ
れ
て
き
た
。
現

在
、
受
け
入
れ
体
制
等
の
整
備
な

ど
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
進
め
て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
受
け
入
れ
体
制

等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

年
々
外
国
人
観
光
客
が
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
６
月
の

定
例
会
で
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

や
動
画
作
成
な
ど
の
予
算
を
可
決

い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、「
柳
津
町

外
国
人
観
光
客
誘
客
推
進
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
講
師
を
招
い
て
の

勉
強
会
や
人
材
育
成
講
座
、
視
察

研
修
な
ど
、
現
在
ま
で
７
回
開
催

し
て
い
る
。
次
年
度
よ
り
、
完
成

し
た
Ｐ
Ｒ
動
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
配
信
す
る
予
定
。

　

ま
た
、
２
月
に
バ
ン
コ
ク
で
開

催
さ
れ
た
国
際
旅
行
博
に
参
加
し
、

Ｐ
Ｒ
動
画
サ
ン
プ
ル
を
視
聴
い
た

だ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。
動
画
に
興
味
を
持
っ
た
方

も
多
数
お
り
、
町
へ
の
誘
客
の
可

能
性
は
高
い
と
報
告
を
受
け
て
い

る
。

　

そ
の
他
、
外
国
語
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
整
備
や
観
光
案
内
看
板
に

つ
い
て
英
語
表
記
す
る
な
ど
対
応

し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
関
係
団
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
　

タ
イ
で
開
催
さ
れ
た
国

際
旅
行
博
で
の
、
具
体
的

な
Ｐ
Ｒ
内
容
及
び
動
画
サ
ン
プ
ル

に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。 

A
（
地
域
振
興
課
長
）
目
的

と
し
て
、
年
々
町
に
来
る

外
国
人
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

さ
ら
な
る
誘
客
に
向
け
民
間
主
導

の
地
域
型
観
光
を
推
進
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
只
見
線
等
の
人
気
に

よ
り
宿
泊
が
増
加
し
て
い
る
台
湾

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
タ
イ
で

の
国
際
旅
行
博
に
参
加
。
Ｐ
Ｒ
動

画
を
上
映
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
り
、
多
言
語
化
し
た
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
、

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
た
。

　

Ｐ
Ｒ
動
画
の
中
身
は
、
秋
と
冬

の
景
色
を
メ
ー
ン
に
、
温
泉
や
赤

べ
こ
の
絵
付
け
、
粟
ま
ん
じ
ゅ
う

等
の
観
光
資
源
を
取
り
入
れ
た
映

像
に
な
っ
て
お
り
、
見
た
方
の
９

８
％
が
柳
津
町
を
訪
れ
て
み
た
い

と
い
う
よ
う
な
回
答
も
得
て
い
る
。

Q
　

数
年
前
、
只
見
線
沿
線

が
か
な
り
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
以
来
、
奥
会
津
に
外
国
人
観

光
客
が
多
く
入
っ
て
き
た
経
過
が

あ
る
。
本
町
に
お
い
て
は
、
今
後

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
情
報
発
信

を
し
て
い
く
の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
Ｐ
Ｒ

動
画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等

に
載
せ
る
と
と
も
に
、
観
光
に
関

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
多
言
語
化

し
て
、
全
世
界
に
情
報
発
信
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

旅
行
者
が
、
安
心
し
て

町
の
中
を
ひ
と
り
歩
き
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
必
要
。
外
国
語
の
案
内
表
示
、

マ
ッ
プ
観
光
ガ
イ
ド
の
充
実
、
宿

泊
施
設
。
無
料
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
に
つ

い
て
は
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、

海
外
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
と
か
、
ま

た
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備
等
が

考
え
ら
れ
る
が
、
町
の
見
解
は
。

A
（
町
長
）
外
国
人
が

来
た
時
に
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
奥
会
津
全
て
が
分

か
る
よ
う
な
窓
口
を
設
置
し

な
い
と
、
こ
れ
か
ら
対
応
は

難
し
い
と
い
う
の
が
１
点
。

も
う
１
点
は
宿
泊
の
量
。
外

国
人
は
遠
慮
し
ま
す
と
い
う

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
１
本
化
し
た
い
。
こ
れ

は
行
政
の
役
割
で
は
な
い
と

思
う
。
実
際
に
き
た
お
客
様

を
ど
う
対
応
す
る
か
は
、
民

間
の
力
を
結
集
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
う
。
そ
の
よ
う

な
方
法
で
、
こ
れ
か
ら
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
は
対
応
し
て
い
く

べ
き
。

Q
　

外
国
人
観
光
客
向
け
の

宿
泊
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
経
済
的
問
題
が
大
事
だ
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
経
済

的
な
支
援
が
で
き
な
い
か
と
い
う

要
望
が
あ
れ
ば
、
町
と
し
て
考
え

る
余
地
は
あ
る
の
か
。

A
（
町
長
）
観
光
庁
や
国
交

省
で
、
ベ
ッ
ド
、
ト
イ
レ
、

シ
ャ
ワ
ー
等
の
施
設
改
修
費
に
つ

い
て
、
補
助
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を

う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
が
大
事
だ

ろ
う
と
思
う
。
我
々
と
し
て
も
、

そ
れ
は
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

ＪＲ会津柳津駅で実施している外国人観光客の国別調査
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一 般 質 問

子
育
て
応
援
祝
い
金
事
業
、
保
育

料
や
学
校
給
食
費
軽
減
事
業
な
ど
、

町
独
自
の
経
済
支
援
の
ほ
か
、
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
と
し
て
相
談
体
制
の
充
実
を
図

り
、
出
産
や
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

A
（
教
育
長
）
②
現
在
の
給

食
セ
ン
タ
ー
は
40
年
以
上

経
過
し
て
い
る
建
物
で
あ
り
、
改

修
等
を
行
い
新
た
な
施
設
と
し
て

利
活
用
が
可
能
か
、
利
活
用
す
る

な
ら
ば
費
用
が
ど
の
程
度
必
要
な

の
か
等
、
調
査
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

位
置
と
し
て
は
小
・
中
学
校
の

中
間
に
あ
り
、
か
つ
保
育
所
も
近

く
条
件
が
い
い
上
、
広
い
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
改
修
方
法

に
よ
っ
て
は
有
効
活
用
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
今

○平成３０年度重点施策について

２番　磯目泰彦議員

平
成
30
年
度
重
点
施
策

Q
　

次
年
度
の
重
点
施
策
①

子
育
て
支
援
の
充
実
、
②

交
流
・
移
住
・
定
住
の
促
進
、
③

学
校
教
育
の
充
実
は
、
第
５
次
振

興
計
画
等
で
す
で
に
実
施
さ
れ
て

お
り
、
施
策
の
目
新
し
さ
や
町
長

の
施
策
意
欲
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
柳
津
町
を
考
え
た

施
策
を
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
交
流
・
移
住
・
定
住
の
促
進
に

お
い
て
、
若
者
の
流
出
抑
制
施
策

に
つ
い
て
。

②
学
校
教
育
の
充
実
に
お
い
て
、

旧
給
食
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用
に
つ

い
て
。

A
（
町
長
）
①
現
在
、
子
育

て
世
帯
な
ど
若
い
世
代
を

対
象
と
し
た
定
住
促
進
住
宅
を
支

所
地
区
に
２
棟
建
設
中
で
、
今
年

度
完
成
予
定
。
更
に
、
平
成
32
年

度
に
は
柳
津
地
区
に
４
階
建
、
20

戸
の
定
住
促
進
住
宅
を
整
備
予
定
。

　

ま
た
、
新
築
住
宅
建
築
費
用
へ

の
補
助
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子
補

給
、
住
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業
等
、

住
環
境
整
備
に
対
す
る
支
援
事
業

も
実
施
。
さ
ら
に
、
結
婚
支
援
事

業
と
し
て
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
引
き

続
き
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

出
産
子
育
て
に
対
す
る
支
援
と

し
て
は
、
妊
婦
一
般
健
診
事
業
、

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
教
育
の
充
実
や
子
育
て
支

援
の
有
効
な
施
設
と
し
て
利
活
用

で
き
な
い
か
を
考
え
て
い
く
。

Q
　

①
就
職
関
係
、
女
性
の

方
は
結
婚
が
転
出
の
大
き

な
理
由
。
町
と
し
て
転
出
抑
制
の

対
応
策
と
し
て
考
え
て
い
る
も
の

が
あ
れ
ば
、
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　A

（
地
域
振
興
課
長
）
転
出

の
多
く
が
仕
事
に
か
か
わ

る
こ
と
な
の
で
、
雇
用
対
策
を
充

実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
い
か
に
求
人
と
雇
用

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
し
て
い
く

か
が
重
要
。
そ
こ
で
平
成
30
年
度

か
ら
の
新
規
事
業
で
あ
る
企
業
誘

致
促
進
事
業
に
お
い
て
、
新
た
に

進
出
す
る
企
業
に
対
し
て
支
援
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
雇

用
促
進
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

Q
　

①
定
住
促
進
と
い
う
こ

と
で
、
独
身
者
の
住
宅
等

の
考
え
を
持
っ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
ア
パ
ー

ト
形
式
で
も
い
い
の
で
、
格
安
で

提
供
で
き
れ
ば
と
思
う
が
、
可
能

性
と
し
て
は
ど
う
か
。

A
（
建
設
課
長
）
独
身
住
宅

は
現
在
８
戸
あ
り
、
全
て

入
居
さ
れ
て
い
る
状
況
。
町
に
は
、

町
単
独
で
建
設
し
た
住
宅
の
他
、

公
営
住
宅
も
所
得
制
限
以
下
な
ら

入
居
可
能
な
の
の
で
、
現
在
計
画

は
し
て
い
な
い
。

Q
　

①
仕
事
に
つ
い
て
だ
が
、

経
済
的
支
援
と
し
て
若
い

方
に
通
勤
手
当
を
支
給
し
て
は
ど

う
か
。
柳
津
か
ら
他
市
町
村
に
通

勤
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
町
と

し
て
柳
津
に
住
ん
で
も
ら
っ
て
い

る
と
い
う
気
持
ち
で
通
勤
手
当
を

出
し
て
も
い
い
の
か
な
と
考
え
て

い
る
が
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
各
企

業
、
事
業
所
で
も
通
勤
手

当
を
支
給
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
支
援
す
る
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の

通
勤
の
実
態
を
調
査
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
し
、
そ
の
管
理
も
大
変

難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
実
施
す
る

に
も
、
例
え
ば
期
間
を
区
切
る
な

ど
、
町
の
財
政
も
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

Q
　

①
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ⅰ
タ
ー

ン
の
方
へ
の
応
援
支
度
金

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
商
工

関
係
で
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
に

よ
り
町
内
の
後
継
者
に
な
っ
た
場

合
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
新
た
に
町
内
で
起
業
し
た
場

合
に
も
、
補
助
制
度
を
実
施
。
農

業
関
係
に
お
い
て
新
規
就
農
し
た

場
合
、
国
・
町
で
支
援
し
て
い
る
。

旧給食センター
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一 般 質 問

○健康寿命の延伸対策について
○町道鳥屋居平線の工事と

維持管理について

健
康
寿
命
の
延
伸
対
策

Q
　

人
類
の
平
均
寿
命
が
飛

躍
的
に
延
び
、
日
本
で
は

男
性
が
81
歳
に
迫
り
、
女
性
は
87

歳
を
超
え
て
い
る
。
し
か
し
、
最

近
で
は
さ
ら
に
健
康
寿
命
を
延
伸

さ
せ
、
平
均
寿
命
か
ら
健
康
寿
命

を
差
し
引
い
た
「
不
健
康
な
期
間
」

を
い
か
に
短
縮
さ
せ
る
か
が
、
重

要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
町
は
、

健
康
寿
命
の
延
伸
の
重
要
性
を
い

か
に
と
ら
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

そ
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
伺
う
。

 

A
（
町
長
）
町
で
も
、
健
康

寿
命
を
延
ば
し
、
不
健
康

な
期
間
を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

高
齢
に
な
っ
て
も
自
立
し
た
生
活

を
過
ご
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

介
護
予
防
と
し
て
「
健
幸
ク
ラ
ブ
」

を
本
庁
・
支
所
地
区
そ
れ
ぞ
れ
月

２
回
、「
お
達
者
く
ら
ぶ
」
は
毎

週
土
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
平
成
30
年
４
月
か
ら
は
、
町
内

各
地
へ
出
向
き
、
集
い
の
場
を
設

け
、
閉
じ
こ
も
り
や
認
知
症
を
予

防
す
る
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

を
開
始
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
に
併
せ
、
寝
た
き
り
や

歩
行
困
難
な
ど
の
後
遺
症
が
危
惧

さ
れ
る
脳
梗
塞
や
転
倒
、
骨
折
等

の
疾
患
に
対
し
、
生
活
習
慣
病
予

防
の
推
進
、
健
診
受
診
率
の
向
上

等
、
疾
患
予
防
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。
そ
の
た
め
に
も
、
健
診
未

受
診
者
に
対
す
る
受
診
勧
奨
や
個

別
の
保
健
指
導
等
を
実
施
し
、
発

症
・
重
症
化
予
防
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
ふ
く
し
ま
「
健
」
民
カ

ー
ド
事
業
へ
の
参
画
や
禁
煙
治
療

補
助
金
事
業
等
を
継
続
実
施
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
「
尿
中
塩
分

測
定
検
査
」
を
健
診
に
追
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
塩
分
等
過
剰
摂
取

者
に
対
し
て
生
活
習
慣
の
改
善
を

図
り
、
町
全
体
の
健
康
増
進
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

運
動
習
慣
に
つ
い
て
、

地
域
柄
、
冬
期
間
の
運
動

不
足
が
解
決
で
き
な
い
と
、
運
動

習
慣
の
改
善
に
つ
な
が
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
１
年
を
通
し
て
運
動
を

継
続
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く

っ
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
、
町
で
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、

検
討
し
て
実
現
に
向
か
っ
て
努
力

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
。

A
（
公
民
館
長
）
運
動
す
る

習
慣
づ
け
が
地
域
住
民
の

健
康
を
守
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い

る
の
で
、
地
域
型
総
合
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
施

策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
　

今
年
度
予
算
で
町
道
鳥

屋
居
平
線
の
道
路
改
良
工

事
を
発
注
し
た
が
、
繰
越
に
な
る

予
定
と
の
こ
と
。
ほ
ぼ
工
事
が
終

わ
っ
て
い
る
状
況
下
、
初
め
て
の

冬
を
迎
え
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
工

事
に
よ
り
改
良
前
の
凍
結
に
よ
る

ス
リ
ッ
プ
等
の
危
険
を
回
避
で
き

る
に
至
っ
て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
本
工
事
は
、
地

形
的
条
件
の
制
約
の
中
、

縦
断
勾
配
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
変
わ

っ
て
い
な
い
が
、
五
畳
敷
大
成
沢

線
の
接
続
部
に
つ
い
て
は
路
線
バ

ス
が
ス
ム
ー
ズ
に
旋
回
で
き
る
幅

員
に
な
る
よ
う
計
画
し
、
ほ
ぼ
当

初
計
画
の
と
お
り
施
工
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
ス
リ
ッ
プ
を
回
避
す

る
た
め
に
、
注
意
喚
起
を
う
な
が

す
標
識
の
設
置
と
併
せ
て
、
安
全

対
策
と
し
て
路
肩
部
に
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
を
新
設
す
る
。

　

ま
た
、
ス
リ
ッ
プ
防
止
対
策
と

し
て
、
日
当
た
り
が
よ
く
な
る
よ

う
杉
を
伐
採
し
た
の
で
、
効
果
は

あ
る
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

Q
　

２
月
13
日
の
朝
、
鳥
屋

か
ら
下
っ
て
き
た
町
営
バ

ス
が
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
起
こ
し
た

と
聞
い
て
い
る
。
け
が
人
は
出
な

か
っ
た
よ
う
だ
が
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
事
故
が
発
生
し
た
の
か
。

 

A
（
建
設
課
長
）
急
勾
配
が

大
き
な
要
因
。
降
雪
前
に
、

仮
設
的
に
で
も
注
意
喚
起
の
看
板

を
設
置
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

Q
　

平
成
28
年
６
月
議
会
で
、

「
急
勾
配
及
び
ス
リ
ッ
プ

注
意
標
識
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
を

設
置
し
て
安
全
確
保
を
図
っ
て
い

く
。
ま
た
、
凍
結
防
止
剤
の
箱
を

設
置
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
実
際
に
実

施
さ
れ
た
か
。

A
（
建
設
課
長
）
標
識
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
完
成
す

る
予
定
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
と
凍
結

防
止
剤
の
箱
は
未
設
置
。
凍
結
防

止
剤
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
場
所

等
を
選
定
し
て
設
置
し
た
い
と
思

う
が
、
設
置
後
の
散
布
方
法
に
つ

い
て
は
協
議
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

こ
の
工
事
は
根
本
的
な

問
題
解
決
に
な
ら
ず
、
道

路
の
管
理
を
徹
底
し
て
安
全
を
最

大
限
に
図
っ
て
い
く
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

A
（
建
設
課
長
）
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
設
置
の
要
望
が
あ
る

の
で
、
現
地
を
確
認
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。
今
後
は
、
安
全
面

に
対
し
て
内
容
を
精
査
し
、
対
応

し
て
い
き
た
い
。

町
道
鳥
屋
居
平
線
の

工
事
と
維
持
管
理

６番　小林　功議員
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一 般 質 問

○平成３０年度の予算編成と
効率的な行政推進について

平
成
30
年
度
の
予
算
編
成

と
効
率
的
な
行
政
推
進

Q
　

現
在
の
町
の
財
務
状
況

を
見
て
み
る
と
、
地
方
交

付
税
は
減
少
し
、
町
税
等
の
自
主

財
源
の
急
激
な
増
加
も
見
込
め
な

い
と
い
う
状
況
の
中
、
施
設
の
老

朽
化
は
年
々
進
行
し
て
い
る
状
態
。

そ
こ
で
、
行
政
運
営
の
効
率
化
を

図
る
観
点
か
ら
質
問
す
る
。

①
平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
り
、
町
長
は
ど
う
い
っ
た
方
針

で
査
定
を
行
っ
た
の
か
。

②
機
構
改
革
に
つ
い
て
、
ど
の
程

度
検
討
し
て
い
る
の
か
。

③
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
つ
い
て
、
計
画
的
に
進
め
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
明
白
。
年

次
計
画
な
ど
の
策
定
に
着
手
し
て

い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
①
平
成
30
年
度

当
初
予
算
編
成
方
針
を
12

月
１
日
に
全
職
員
へ
通
知
。
第
５

次
柳
津
町
振
興
計
画
の
将
来
像

「
み
ん
な
が
主
役
！
笑
顔
広
が
る

絆
の
ま
ち
」
実
現
の
た
め
、
所
要

財
源
の
積
極
的
な
確
保
を
図
る
よ

う
事
業
精
査
を
依
頼
し
、
限
ら
れ

た
財
源
を
最
大
限
に
生
か
す
た
め
、

課
題
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
も

経
常
経
費
の
圧
縮
と
財
源
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
併
せ
て
、

昨
年
実
施
し
た
町
政
懇
談
会
や
各

種
団
体
等
の
要
望
を
踏
ま
え
、
振

興
計
画
審
議
会
等
で
出
さ
れ
た
課

題
等
を
適
切
に
実
施
し
て
い
く
た

め
の
事
業
構
築
を
図
れ
る
よ
う
な

予
算
編
成
を
基
本
と
し
て
予
算
査

定
に
臨
ん
だ
。

②
組
織
構
成
に
つ
い
て
は
、
庁
議

で
も
議
題
に
し
て
い
る
。
課
題
は
、

企
画
と
財
政
部
門
が
１
つ
の
企
画

財
政
班
と
し
て
組
織
し
、
事
業
を

企
画
・
立
案
す
る
部
門
と
、
町
の

財
政
を
管
理
・
運
営
す
る
部
門
を

一
緒
の
班
と
し
た
こ
と
で
、
斬
新

な
計
画
・
立
案
等
が
、
財
政
管
理
・

運
営
と
い
う
面
で
は
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
傾
向
も
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
の
考
え
と
し
て
は
、
企

画
と
財
政
部
門
を
分
離
す
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
、
必
要
に
応
じ
て

機
構
改
革
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
庁
議
等
に
お
い

て
検
討
・
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

③
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
と
想

定
さ
れ
る
が
、
昨
年
度
策
定
し
た

柳
津
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
等
保
有

数
量
の
最
適
化
や
長
寿
命
化
な
ど

を
計
画
的
に
行
い
、
多
額
の
費
用

が
か
か
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
有

利
な
財
源
を
確
保
、
基
金
へ
の
積

み
立
て
・
取
り
崩
し
を
行
い
、
行

財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
に
努

め
る
。
今
後
は
、
平
成
32
年
度
ま

で
に
個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
、

計
画
的
に
施
設
等
の
整
備
を
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

①
経
常
経
費
の
圧
縮
と

財
源
確
保
と
い
う
こ
と
だ

が
、
事
務
事
業
の
軽
減
に
つ
い
て

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

A
（
総
務
課
長
）
事
務
事
業

の
評
価
を
や
っ
て
、
無
駄

な
も
の
は
統
合
す
る
、
あ
る
い
は

や
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
に
な
る

か
と
思
う
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら

行
財
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て
素
案

を
出
し
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
平
成
31
年
度
か
ら
計
画
を
出
し

て
い
き
た
い
。
そ
う
い
う
も
の
を

や
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
少

し
ず
つ
で
も
経
常
収
支
比
率
が
改

善
で
き
れ
ば
と
思
う
。

Q
　

②
企
画
に
関
し
て
、
観

光
増
加
を
目
指
す
業
務
等

と
一
緒
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
企
画
を
す
る

部
署
を
立
ち
上
げ
た
ら
ど
う
か
。

A
（
総
務
課
長
）
以
前
、
企

画
と
観
光
部
門
が
一
緒
に

な
っ
た
企
画
開
発
課
が
あ
っ
た
。

自
分
で
開
発
し
て
自
分
で
や
る
よ

う
な
課
に
な
っ
て
い
て
、
な
か
な

か
難
し
い
。
や
は
り
、
企
画
部
門

は
別
個
に
置
い
た
ほ
う
が
い
い
の

か
な
と
考
え
て
い
る
。
企
画
室
と

い
う
よ
う
な
形
で
企
画
だ
け
を
持

た
せ
て
、
総
合
的
に
、
各
課
横
断

的
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
い
う
こ

と
も
、
１
つ
の
方
法
と
し
て
考
え

て
い
る
。
今
後
も
庁
議
等
で
協
議

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
　

③
つ
き
み
が
丘
町
民
セ

ン
タ
ー
だ
が
、
近
年
修
理

費
が
か
さ
ん
で
お
り
、
建
て
替
え

を
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
材
を
使
用

し
て
の
建
築
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等
も
含

め
、
検
討
委
員
会
な
ど
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら

進
め
て
い
く
時
期
に
来
て
い
る
と

思
う
が
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
現
在
、

庁
議
で
も
協
議
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
ま
だ
具
体
的
に

施
工
方
法
を
ど
う
す
る
か
ま
で
は

検
討
に
至
っ
て
い
な
い
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ

工
法
に
つ
い
て
は
、
施
設
研
修
な

ど
に
よ
り
町
を
訪
れ
る
方
が
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
今

後
、
有
効
な
工
法
の
１
つ
で
あ
る

と
は
考
え
て
い
る
。

１番　岩渕清幸議員

建替えが検討されているつきみが丘町民センター
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一 般 質 問

○事務事業評価制度及び人事評価制度
（業績編・能力編）の導入について

○町道竜蔵庵上村線の改良計画について

事
務
事
業
評
価
制
度
及
び

人
事
評
価
制
度
の
導
入

Q
　

現
在
、
事
務
事
業
評
価

を
行
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

ス
ム
ー
ズ
に
機
能
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て

は
、
職
員
の
能
力
、
実
績
に
基
づ

く
人
事
管
理
や
組
織
全
体
の
士
気

の
高
揚
、
公
務
能
率
の
向
上
に
役

立
つ
と
考
え
る
が
、
い
つ
頃
の
導

入
に
な
る
の
か
。
下
準
備
は
整
っ

て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
事
務
事
業
評
価

制
度
に
つ
い
て
は
、
事
業

の
効
率
性
を
計
る
費
用
対
効
果
や
、

有
効
性
を
計
る
目
的
達
成
度
を
客

観
的
に
分
析
・
評
価
し
、
今
後
の

事
業
の
見
直
し
や
優
先
施
策
・
重

点
施
策
の
検
討
に
役
立
て
る
た
め
、

班
長
以
下
の
全
職
員
が
今
年
度
か

ら
一
人
１
事
業
に
つ
い
て
実
施
し

て
い
る
。
平
成
30
年
度
か
ら
は
事

業
年
度
が
終
了
後
、
速
や
か
に
シ

ー
ト
の
作
成
・
各
課
に
お
い
て
検

証
を
行
い
、
予
算
編
成
の
資
料
と

し
て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

人
事
評
価
を
完
全
実
施
す
る
た

め
に
は
、
能
力
評
価
の
導
入
が
残

さ
れ
て
い
る
が
、
以
前
の
内
容
を

再
検
討
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
実

験
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

さ
ら
に
、
人
事
評
価
後
の
給
与
等

へ
の
反
映
は
、
今
年
度
中
に
整
備

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
併
せ

て
、
職
員
の
評
価
を
す
る
た
め
に

は
、
公
平
・
公
正
な
評
価
が
必
要

不
可
欠
な
の
で
、
人
事
評
価
研
修

の
受
講
を
予
定
し
て
い
る
。
導
入

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
給
与
等
に
反
映
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

人
事
評
価
制
度
に
つ
い

て
、
評
価
が
低
い
職
員
に

は
適
切
な
指
導
を
し
て
い
く
、
そ

し
て
高
い
職
員
に
は
よ
り
や
り
が

い
の
あ
る
高
い
評
価
を
す
る
よ
う

な
制
度
・
評
価
方
法
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
う
が
、
ど
う
問
題
に
し

て
い
る
か
。

A
（
総
務
課
長
）
能
力
評
価

に
つ
い
て
、
30
年
度
か
ら

実
験
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
お
り
、
本
年
度
か
ら
人
事
評
価

の
評
価
者
研
修
に
職
員
を
出
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
状
況
。
ま
ず
、

人
事
評
価
の
評
点
と
し
て
、
５
段

階
評
価
を
ま
ず
取
り
入
れ
た
い
。

Q
　

働
き
が
い
の
あ
る
職
場

環
境
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
。
す
ば
ら
し
い
人
材
を
育
て

て
い
く
た
め
に
良
い
制
度
に
な
る

よ
う
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
が
、

今
後
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
進

め
て
い
く
の
か
。

A
（
総
務
課
長
）
役
場
職
員

も
、
企
業
的
な
観
点
に
立

た
な
い
と
だ
め
な
の
か
な
と
。
そ

の
よ
う
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
う
。
事
務
事
業
評
価
や
人

事
評
価
が
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

Q
　

町
道
竜
蔵
庵
上
村
線

（
保
育
所
前
）
の
消
雪
設

備
の
維
持
管
理
に
伴
う
改
修
計
画

が
あ
る
が
、
一
緒
に
町
道
柳
津
石

神
線
か
ら
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ

の
進
入
路
の
拡
幅
工
事
を
行
う
計

画
は
な
い
の
か
。

 

A
（
町
長
）
給
食
セ
ン
タ
ー

が
年
度
内
に
完
成
予
定
で

あ
り
、
工
事
用
車
両
の
往
来
も
な

く
な
る
の
で
、
地
権
者
の
調
査
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
改
良
計
画

と
し
て
は
、
柳
津
石
神
線
交
差
部

よ
り
中
学
校
体
育
館
付
近
ま
で
拡

幅
・
改
良
を
計
画
し
て
い
る
。
今

後
の
予
定
と
し
て
は
、
平
成
30
年

度
に
測
量
設
計
、
用
地
測
量
を
実

施
し
、
地
権
者
と
用
地
交
渉
を
進

め
、
早
期
完
成
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Q
　

そ
の
区
間
の
消
雪
計
画

も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な

安
全
対
策
を
と
っ
て
い
く
の
か
。

A
（
建
設
課
長
）
竜
蔵
庵
上

村
線
の
消
雪
を
延
長
す
る

に
は
、
井
戸
の
改
修
か
新
設
が
必

要
に
な
る
。
延
長
で
き
る
か
ど
う

か
確
認
し
て
か
ら
、
柳
津
石
神
線

か
ら
の
延
長
等
は
、
検
討
し
て
み

た
い
と
思
う
。

３番　伊藤　純議員

町
道
竜
蔵
庵
上
村
線
の

改
良
計
画

新しい給食センター前の道路
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一 般 質 問

○町道改良計画について
○湯八木沢地区の消雪について
○ＪＲ会津柳津駅のトイレ改修について

町
道
改
良
計
画

Q
　

町
道
の
改
良
計
画
に
つ

い
て
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

①
町
道
五
畳
敷
大
成
沢
線
、
牧
沢

地
区
か
ら
高
森
地
区
間
に
お
い
て

一
部
改
良
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
改
良
計
画
は
。

②
五
畳
敷
地
区
の
村
中
の
道
路
改

良
に
つ
い
て
、
要
望
し
て
今
年
で

10
年
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
進

み
具
合
か
。

 
A
（
町
長
）
①
平
成
30
年
度

施
工
予
定
は
、
暫
定
施
工

し
た
区
間
に
つ
い
て
、
の
り
面
緑

化
、
水
路
工
、
舗
装
ま
で
施
工
し
、

前
後
の
現
道
と
直
線
で
接
続
で
き

る
よ
う
に
す
る
計
画
。
平
成
31
年

度
以
降
に
つ
い
て
は
、
改
良
区
間

と
現
道
の
接
続
を
考
慮
し
な
が
ら
、

早
期
完
成
を
目
指
し
て
順
次
実
施

し
て
い
く
。

　

②
下
ノ
湯
五
畳
敷
線
の
改
良
工

事
は
平
成
25
年
度
に
測
量
に
着
手

し
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
補
償
等

は
完
了
。
し
か
し
、
用
地
買
収
に

つ
い
て
１
件
未
契
約
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
平
成
30
年
度
に
早
期
に

買
収
を
完
了
し
、
全
線
の
改
良
、

舗
装
工
事
を
完
了
す
る
予
定
。

Q
　

①
社
会
資
本
整
備
交
付

金
が
半
分
し
か
つ
か
な
い

場
合
は
、
半
分
の
事
業
し
か
で
き

な
い
の
か
。

A
（
建
設
課
長
）
国
に
要
望

し
て
い
る
が
、
町
単
独
で

は
財
政
的
に
厳
し
い
の
で
、
交
付

金
を
い
た
だ
い
て
実
施
し
て
い
く

の
が
最
良
と
思
っ
て
い
る
。

Q
　

②
買
収
が
決
ま
れ
ば
着

工
し
て
も
ら
い
た
い
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

の
か
。

A
（
建
設
課
長
）
国
の
社
会

資
本
整
備
交
付
金
の
要
求

時
に
本
線
を
上
位
に
し
て
要
望
し

て
い
る
の
で
、
平
成
30
年
度
に
は

完
成
す
る
予
定
。

Q
　

湯
八
木
沢
地
区
の
道
路

の
消
雪
設
備
に
つ
い
て
、

一
部
水
が
出
な
い
箇
所
が
あ
り
、

改
修
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る

が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
湯
八
木
沢
地
区

の
消
雪
は
河
川
水
を
使
用

し
て
い
る
た
め
、
泥
詰
ま
り
に
よ

る
散
水
不
良
が
多
く
の
区
間
で
起

こ
り
、
地
区
の
方
か
ら
指
摘
を
受

け
て
い
る
。
ま
た
水
温
が
低
い
た

め
、
大
雪
の
時
は
雪
が
堆
積
し
て

歩
行
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い
る

現
状
。
泥
詰
ま
り
に
つ
い
て
は
、

そ
の
都
度
ノ
ズ
ル
調
整
、
排
泥
等

の
点
検
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
排
雪
場
所
の
協
力
を
い

た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
除
雪
機

械
に
よ
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Q
　

傾
城
沢
の
辺
り
を
ボ
ー

リ
ン
グ
し
て
、
地
下
水
を

上
げ
る
考
え
は
あ
る
か
。

A
（
建
設
課
長
）
そ
こ
に
掘

る
の
は
、
管
理
関
係
と
か

経
済
的
に
も
不
利
な
も
の
だ
と
思

っ
て
お
り
、
除
雪
で
対
応
す
る
の

が
１
番
経
済
的
に
有
利
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

Q
　

Ｊ
Ｒ
柳
津
駅
の
ト
イ
レ

に
つ
い
て
、
和
式
に
な
っ

て
い
る
が
、
洋
式
に
改
修
す
る
考

え
が
な
い
の
か
。

A
（
町
長
）
Ｊ
Ｒ
柳
津
駅
に

立
ち
寄
る
国
内
外
の
観
光

客
の
対
策
と
し
て
も
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
は
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
建
屋
で

は
便
座
の
み
を
洋
式
化
し
て
も
狭

く
な
る
の
で
、
全
体
的
に
建
て
替

Ｊ
Ｒ
会
津
柳
津
駅
の

ト
イ
レ
改
修

７番　菊地　正議員

湯
八
木
沢
地
区
の
消
雪

ＪＲ会津柳津駅のトイレ

え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い

る
。
現
在
、
駅
の

利
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
段

階
で
、
平
成
30
年

度
に
Ｊ
Ｒ
と
協
議

を
行
う
予
定
。
ト

イ
レ
に
つ
い
て
も
、

駅
舎
の
利
活
用
の

中
で
考
え
て
い
き

た
い
。
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一 般 質 問

○第５次柳津町振興計画の中の
重点施策について

○観光の振興について

第
５
次
柳
津
町
振
興

計
画
の
中
の
重
点
施
策

Q
　

第
５
次
柳
津
町
振
興
計

画
で
、
特
に
重
点
施
策
と

し
て
「
子
育
て
支
援
の
充
実
」
と

「
交
流
・
移
住
・
定
住
の
促
進
」

と
あ
る
が
、
こ
の
２
つ
に
つ
い
て

伺
う
。

①
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
、
事
務

的
負
担
や
町
民
の
集
金
の
手
間
、

現
金
で
の
扱
い
を
考
慮
し
て
、
無

料
化
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
の
考
え
と
将
来
の
給
食
セ
ン
タ

ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

②
分
譲
地
に
空
き
が
な
い
状
態
。

宅
地
の
確
保
が
大
事
に
な
る
と
思

う
が
、
町
の
取
り
組
み
は
。

A
（
教
育
長
）
①
平
成
27
年

度
よ
り
、
学
校
給
食
費
の

半
額
補
助
を
行
い
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
て
き
た
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

る
自
治
体
も
多
く
な
っ
て
き
た
が
、

学
校
給
食
法
に
お
い
て
給
食
費
は

保
護
者
の
負
担
と
さ
れ
て
お
り
、

三
島
町
と
の
共
同
運
営
が
開
始
と

な
る
の
で
、
無
料
化
に
つ
い
て
は

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
民
間
委
託
す
る
自
治
体

が
全
国
で
増
え
て
い
る
。
近
隣
町

村
で
は
す
で
に
外
部
委
託
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
三
島
町
と

協
議
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

A
（
町
長
）
②
桐
ヶ
丘
地
区

か
ら
避
難
道
路
の
要
望
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
桐
ヶ
丘
地
区
北

側
に
分
譲
地
と
道
路
を
計
画
し
、

国
道
と
の
接
続
が
可
能
か
ど
う
か

も
含
め
て
、
当
初
予
算
に
お
い
て

調
査
費
を
予
算
計
上
し
た
。

Q
　

①
保
護
者
の
現
金
集
金

の
時
間
や
心
の
負
担
を
考

え
、
改
め
て
無
償
化
を
お
願
い
し

た
い
。

A
（
町
長
）
当
初
、
三
島
町

よ
り
30
年
度
か
ら
無
料
化

の
要
請
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
町
と

し
て
半
額
助
成
を
し
て
か
ら
日
が

浅
い
と
い
う
こ
と
で
、
１
年
を
か

け
て
合
意
形
成
し
て
い
き
た
い
と

お
願
い
し
た
。
前
向
き
に
両
町
の

合
意
点
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

Q
　

②
引
き
続
き
、
新
し
い

分
譲
地
を
探
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
か
。

A
（
建
設
課
長
）
地
形
的
な

問
題
、
ア
ク
セ
ス
関
係
で

な
か
な
か
候
補
地
が
な
い
状
況
だ

が
、
今
年
度
、
候
補
地
を
探
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

最
近
で
は
海
外
か
ら
の

お
客
様
も
増
え
て
い
る
。

様
々
な
お
客
様
に
対
応
で
き
る
よ

う
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
町
民
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
昨

年
建
て
替
え
を
検
討
い
た
だ
く
よ

う
申
し
入
れ
た
が
、
そ
の
後
、
検

討
し
て
い
る
の
か
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
の
お
客
様
を

取
り
込
む
こ
と
も
大
事
に
な
る
と

思
う
が
、
町
の
取
り
組
み
や
考
え

は
。A

（
町
長
）
①
庁
議
に
お
い

て
検
討
に
入
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
形
に
な
っ
て
い
な
い
。
振
興

公
社
に
お
い
て
も
、
老
朽
化
に
伴

う
修
繕
費
の
増
加
や
、
部
屋
に
関

す
る
苦
情
も
あ
り
、
建
て
替
え
の

協
議
を
行
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
し
て
、

交
流
、
避
難
場
所
、
温
泉
・
宿
泊

施
設
、
ま
た
雇
用
の
場
と
し
て
集

約
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
特
に
宿
泊
施
設
は
、
多
く

の
観
光
客
を
町
に
集
客
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
の
で
、
整
備
は
必

要
で
あ
る
が
、
施
設
整
備
を
進
め

る
う
え
で
、
町
内
の
旅
館
等
と
の

協
議
も
必
要
。
な
お
、
施
設
全
体

に
つ
い
て
は
新
し
い
工
法
や
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
で
き
な
い
か
、

今
後
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

②
昨
年
６
月
に
、
外
国
人
観
光
客

誘
客
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
等
に
つ
い

て
勉
強
会
や
研
修
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
Ｐ
Ｒ
動
画
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
等
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
も
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
く
。

Q
　

②
総
合
的
な
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
が
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
英
語
、

中
国
語
、
タ
イ
語
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
整
備
し
て
い
る
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
し
て
、
世
界
的
に

情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

観
光
の
振
興

８番　齋藤正志議員

外国語の観光パンフレット



監査公表第１号
　平成２９年度に監査委員が指摘した事項について、地方自治法第１９９条第１２項の規定に基づき、柳
津町長から次のとおり措置状況の通知があったので、同項の規定によりこれを公表する。

平成３０年５月２５日　　　　　　　　
柳津町代表監査委員　伊　藤　光　正
柳 津 町 監 査 委 員　伊　藤　　　純

平成29年度監査委員による指摘事項のうち措置を講じたものの調書

指摘事項 措置状況
指摘月日：平成29年10月30日（定期）

空家対策については、柳津町空
家等対策協議会を設置して協議
を行っているところだが、空
家、倒壊家屋は各集落において
も困った問題になっている。補
助制度を十分に活用し、空家の
解消、倒壊家屋の除去に向けて
努力すること。（企画財政班）

柳津町空家等対策計画により事業を
すすめているところ。空家は個人所
有の財産であり、管理は所有者が責
任を持って適切に行うことが原則な
ので、所有者への啓発活動を行って
いる。なお、空家等の活用を促進す
るため、空家の家財道具等処分費の
補助を実施。また、空家の改修費の
補助を実施しており、平成30年度よ
り町内に法人登記がされている事業
者まで対象を拡大させ、より空家の
有効活用が図られるよう改正したと
ころ。その他、危険空家については、
除却を促すために空家除却費の補助
を実施している。

指摘月日：平成29年10月30日（定期）
ナンバーが装着されていない農
耕車両（トラクター）が散見さ
れる。販売業者への周知と広報
等による住民周知を行い適正課
税となるようにすること。（税
務班）

農耕用作業車両のナンバー取得につ
いては、確定申告時に、制度内容及
びナンバー取得についてのお知らせ
を掲示し、町民への周知徹底を行っ
た。

指摘月日：平成29年10月31日（定期）
平成30年度からの国民保険制度
改正について住民への周知を図
ること。（保健衛生班）

制度改正について「お知らせ版」3
月9日号に掲載し周知したとともに、
被保険者には3月末の保険証更新時
にパンフレットを同封し周知した。

指摘月日：平成29年10月31日（定期）
国保診療所の医師確保について
（保健衛生班）

平上医師の後任として小林医師が就
任し、診療を継続することができた。

指摘月日：平成29年10月31日（定期）
福柳苑、柳の杜の入所者数は、
職員不足により施設規模の入所
者数を受け入れできない状況と
聞いている。行政としても職員
不足の解消に向けて積極的に対
策を講じるようにすること。
（住民福祉班）

福柳苑については、介護職員募集の
お知らせを町内全戸に配布するとと
もに、ハローワークにも募集依頼を
実施し、受け入れ体制が整い、平成
30年４月から満床となっている。

指摘月日：平成29年11月20日（例月）
地域おこし協力隊が、「国内旅
行業取扱管理者」の資格取得の
ため東京都へ出張の旅行命令が
発せられ支弁されている。直接
役場の業務従事の為の資格取得
については理解できるが、個人
で取得すべきものとも考えられ
る。しかし、地域おこし協力隊
の対象経費には「研修受講に要
する経費」、「定住・定着に向け
ての支援に要する経費」とあり、
議論が分かれるところ。再度、
庁内において協議を行い、旅行
命令の透明性を図ること。
（観光商工班）

総務省より「地域おこし協力隊推進
要綱」が通達されており、地域おこ
し協力隊の活動に要する経費とし
て、「定住・定着に向けての支援に
要する経費」の必要経費の例として
「定住に向けて必要となる研修・資
格取得等に要する経費」と詳細に記
載されたことから、適正な支出であ
ると考える。

指摘事項 措置状況
指摘月日：平成29年７月20日（決算）

漏水の早期発見対策について
（上下水道班）

冬期間以外は、メーター検針簿によ
り確認。凍結による宅内漏水事故に
ついては、「お知らせ版」で注意喚
起を行った。

指摘月日：平成29年７月21日（決算）
文化財管理の工事等は、町所有
ではないため直接工事を行うこ
とは不適切。補助金交付で実施
すべき。（公民館）

柳津町町指定文化財管理事業補助金
要綱第２条による補助金を管理者に
交付し、実施することとした。

指摘月日：平成29年８月25日（例月）
補助金事業について、成果確認
する検査員の指名についての手
続きが不明確。規則に従った手
続きを行うこと。（企画財政班）

平成30年度予算執行方針を定め、そ
の中で、交付申請書、実績報告書に
ついては、遅滞なく提出するよう指
導するとともに、報告に係る審査及
び現地調査等を必ず行い検査命令簿
を備え付けることとした。

指摘月日：平成29年９月25日（例月）
国保会計と簡易水道会計の収支
差引残額が赤字状態。一般会計
からの繰り出しを検討すること。
（出納室）

全会計担当班長と職員へ通知し、９
月29日で一般会計から繰り出しを実
施した。

指摘月日：平成29年10月26日（定期）
各種行事が多彩となっており、
職員の勤務時間や休暇等に意を
配り、多大な負担とならないよ
う配慮すべき。（公民館）

特に海洋センターは土日休日に開催
される行事が多いうえ、職員数が少
なく、公民館職員も協力し運営にあ
たっている。代休で心身の疲れの回
復を図っているが、さらに負担を減
らすため平成30年度より月曜日を海
洋センター休館日とした。

指摘月日：平成29年10月27日（定期）
観光ＰＲ動画作成事業のモデル
を使った動画（写真）について
は、使用期間が１年間と契約さ
れているので、ＰＲ動画のフル
活用による成果を期待する。
（観光商工班）

４月よりYouTubeにアップロード
した。

指摘月日：平成29年10月27日（定期）
平成29年度、国による米の生産
目標の配分が終了。減反政策の
変更により米価格の低下、ひい
ては生産意欲の低下、耕作放棄
地の増加、農家経済の破綻など
が懸念される。県の指導機関と
の連絡を密にして、農家経済の
維持、発展に配慮すること。（農
林振興班）

米の直接支払い交付金制度が廃止と
なったことから、平成30年度より水
稲農家の経営安定化を図るため、各
農家に示した生産数量の目安に基づ
き、種もみ相当分として10ａあたり
1,800円を交付。また、備蓄米によ
る需給調整の推進を図るため、１袋
当たり1,500円の支援を行う。

指摘月日：平成29年10月30日（定期）
職員の中には長期間、同じ職に
とどまる職員がいる。新人職員
のうちに各種職場を経験し、ど
んな仕事もこなせる職員を育て
ることも町行政にとって重要な
ことなので、ぜひ検討すること。
（総務班）

職員配置については、柳津町定員管
理適正化計画に基づき行っていると
ころで、今回の４月１日の人事異動
については、主に長く同じ職に就い
ている職員について異動対象とし行
ったところ。今後は基本３年以上を
異動対象とし、各課・班の事業・事
務量等を精査しながら、若い職員が
各職場を経験できるよう職員配置し
ていきたい。
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国会要望他

　全員協議会はと、町の重要な課題について説明や報告を受けたり、議員間の協議や意思の統
一を図る場として開催されています。
　定例会（３・６・９・１２月）を除き、毎月２０日頃に開催予定ですので、傍聴を希望され
る方は議会事務局までお問い合わせください。

議会事務局　☎0241-42-2390

全員協議会も傍聴できます！

　３月11日、Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館に
おいて、「柳津町議会議長杯バレーボール大
会」が開催されました。男子４チーム、女子
６チームで行われ、町外からも多くのチーム
が参加していただき、スポーツを通じて多く
の方が交流を図ることができました。

男子：G-boys　女子：みやじーず　

　３月19日・20日の２日間、地元選出国
会議員５名への要望活動を行いました。町
の現状・課題について要望書を提出し、直
接意見交換をすることができました。

　３月15日、平成30年４月から三島町との
共同運営が開始される新たな学校給食センタ
ーを見学し、説明を受けました。各作業部屋
が細分化されており、徹底した衛生管理のも
と、安心でおいしい給食が提供される工程を
確認できました。

議長杯バレーボール大会開催

国会要望活動を実施

新給食センターを見学

優勝

『要望内容』

岩渕　友　参議院議員 菅家　一郎　衆議院議員

１．地方交付税の安定確保対策について
２．風評被害対策について
３．ＪＲ只見線の早期全線復旧対策について
４．磐越自動車道の完全四車線化対策について
５．公共事業への支援拡充対策について
６．人口定住対策のハード面の支援対策について
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【
広
報
編
集
委
員
】

　

委
員
長　

田
﨑　

信
二

　

副
委
員
長　

磯
目　

泰
彦

　

委

員　

田
﨑　

為
浩

　
　

〃　
　

伊
藤　
　

純

　
　

〃　
　

伊
藤　

昭
一

第２回定例会は、
6月13日から6月15日開会の予定です。
初日は、町政に対し議員が一般質問を行います。

お気軽に傍聴においでください。

　お 知 ら せ

委 員 会 委 員 長 副委員長 委　　員
総務文教常任委員会 田 﨑 信 二 磯 目 泰 彦 田 﨑 為 浩 伊 藤 　 純 伊 藤 昭 一

産業厚生常任委員会 齋 藤 正 志 岩 渕 清 幸 菊 地 　 正 小 林 　 功 鈴 木 吉 信

議 会 運 営 委 員 会 菊 地 　 正 田 﨑 為 浩 齋 藤 正 志 田 﨑 信 二
（平成30年3月26日～）

　町民の皆様には、日頃より議会に対しまして、ご指導ご協力賜わりまして
厚くお礼申しあげます。
　現在、「議会だより」につきましては、一般質問を中心に年４回の発行に
より、皆様に議会の広報活動を実施しております。
　今後とも、様々な観点で誌面の創意工夫を進めながら、町民の皆様から納
得いただける「議会だより」に向けて努力を傾注する所存であります。
　旧年度に「議会モニター制度」を立ち上げ、モニターの募集をしていると
ころでありますが、未だ人員に達していない状況に至っております。

　この「モニター制度」につきましては、議会が町民の方から「モニター」を募って委嘱し、議会
だよりについてのご意見をはじめ、議会に対する様々なご意見を求める制度であります。趣旨をご
理解のうえ、何卒ご賛同いただきたくお願い申し上げます。　
　現在、町議会といたしましては、共通課題への取り組みとして、「地方創生」に対する新しい施
策の開拓や人口減少対策の自立性を重視し、地域の特色を生かした安全で安心な未来豊かな町づく
りのために、議会一丸となり積極的な展開を広げております。これからも議決機関としての役割を
十分に発揮し、二元代表制の一翼を担う議会として、皆様のご期待に沿うよう努めるとともに、よ
り開かれた議会、より一層信頼される議会を目指して、鋭意努力を重ねてまいる所存でありますの
で、町民の皆様には何卒ご理解のほどをよろしくお願い申し上げる次第であります。

議長　伊藤昭一

平成30年第1回議会臨時会が3月26日に開催され、議会構成が変更となりました。

議会構成が変更になりました


